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医療費はＰ（価格）格）×××××××××Ｑ（量）医療費 （価格格） （量）
大きなリスクは共助、小さなリスクは自助で

キムリアの公定価格（薬価）は3349万円だが、
対象予測はピーク時216人で、
市場規模（P×Q）は72億円（見込み）

P（薬価）

Q（量）

3349万円

120円

湿布の薬価は低い（例：120円）だが、
市場規模（P×Q）は1500億円程度

薬剤A （P高、Q少）

薬剤B （P低、Q多）

市場規模（P×Q）は同じ



改革の視点点 ― ― 優先順位
＜３つの重要変数＞

① 薬価

→ 見かけ上の変数で重要ではない

② 市場規模（Ｐ市場規模（Ｐ×××Ｑ）

→ 保険財政へのインパクト、保険財政へのインパクト、公的医療保険財政の持続可能性と産業競争力のバランス公的医療保険財政の持続可能性と産業競争力のバランス公的医療保険財政の持続可能性と産業競争力のバランス

③ 年間の標準治療費年間の標準治療費（平均、中央値、分散）

→ 国民（患者）へのインパクト、国民（患者）へのインパクト、財政的リスク保護の視点財政的リスク保護の視点財政的リスク保護の視点

＜改革の優先順位＞ ※※ 各①－④で、代替薬が「有」の場合は「無」の場合よりも低い順位

① 年間の標準治療費が小さいが、市場規模が大きいもの（例：湿布）

② 年間の標準治療費が小さく、市場規模が小さいもの

③ 年間の標準治療費が大きく、市場規模が大きいもの

④ 年間の標準治療費が大きいが、市場規模が小さいもの（例：キムリア）



「見える化」化」の重要性①

医薬品 薬価（万円） 年間平均の標準治療費（万円） 市場規模（P×Q）（億円） 代替薬の有無

A 0.5 10 1500 有

B 50 400 2000 無

C 0.2 5 300 無

D 3000 6000 100 有

E 0.3 8 1800 無

F 40 500 1300 有

G 0.7 9 450 有

H 800 2000 3000 無

Ｉ 5000 5000 120 無



「見える化」化」の重要性②「見える化化」ののののの重要性②
（橙色：代替薬有、青色：代替薬無）
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哲学の重要性①（何を守り、何を諦めるのか）学の重要性①（何を
改革の優先順位

守り守
－

何を、
財政

諦めるのを諦
政政政政政政政政の視点

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

標準治療費（万円）

市場規模（億円）



哲学の重要性②（何を守り、何を諦めるのか）哲学の重要性②
改革の優先順位

（何②（
－
を守り、何を諦める何を
財政的リスク保護

のか）るの
護護護護護護護の視点

1 5 9 13

2 6 10 14

3 7 11 15

4 8 12 16

標準治療費（万円）

市場規模（億円）
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イノベーティブな医薬品とは何か



産業競争力の向上と特別枠の可能性




